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漱石と『種の起源』 
小川 知幸 
 
 附属図書館創立百周年を記念して、チャールズ・
ダーウィン『種の起源』原著初版本が東北大学名誉
教授・岡本宏氏より寄贈されました。岡本氏は長年
の探索のすえ、1997 年ついにニューヨークの古書
肆にてこれを発見し、2万 6千ドルもの大金で購入さ
れたとのことです。初版本の刊行は今をさかのぼるこ
とおよそ 150 年前の 1859 年 11 月（日本では安政
六年）。同書はその後もダーウィン自身の手によって
改訂が続けられ、1876年の第 6増改訂版が事実上
の“Final Edition”となっています。詳細については、
拙稿「『種の起源』初版本の寄贈と保存修復」（本誌
所収）をご参照ください。 
 ところで、『種の起源』を本邦ではじめて翻訳紹介
したのは、大学予備門時代から夏目漱石の同級生
であった立花銑三郎（たちばなせんざぶろう、1867
～1901）という人物でした。銑三郎は、学習院嘱託
教授であった明治29年（1896）に、これを『生物始源 
一名 種源論』という書名で公刊しました。28 歳のと
きでした。附属図書館でも、櫛田文庫のなかに所蔵
しています（写真 1）。 
 一千ページをこえる堂々たる大著で、底本は 1872
年出版の第 6 版となっています。定価は 1円 50銭
でした。ちなみに「一名」とは、またの名をというほど 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1：『生物始源 一名 種源論』 
の意味です。 
 銑三郎は漱石と寄宿舎をともにした仲で、『哲学雑
誌』を共同で編集したこともありました。漱石から学習
院への就職の斡旋を依頼されたときは、これに応え
るべく奔走したようですが、実現にいたらず、よく知ら
れるように、漱石は松山に赴任していきました。銑三
郎が訳業に取り組んでいたのはこのころだとおもわ
れます。明治 32 年（1899）からドイツとイギリスに留
学し、翌年、遅れて到着した漱石とも対面をはたした
のですが、病を得て帰国途中の洋上で命を落としま
した。享年 35 歳でした。漱石は明治 42 年（1909）
に発表した中篇「満韓ところどころ」のなかで、銑三
郎を親しげに「銑さん銑さん」と呼んでいたことを回
想しています。 
 書名が現在のような「種の起源（原）」となったのは、
銑三郎の翻訳からおよそ十年後の明治 38 年
（1905）に東京開成館が出版した、『種之起原 生
存競争適者生存の原理』からのようです。これも附
属図書館に所蔵しています（写真 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2：『種之起原』 
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 そのはしがきには、「わが国にもかつてこの書の翻
訳が出たよしなれども、その書は今日はまったくない
ということである。よって今回開成館の西野虎吉君が
庄田氏ほか二文学士に翻訳を託し、丘理学博士に 
校訂を請うて出版することになった」（旧字体は新字
体にあらためた－筆者）とあって、もはや『生物始源』
が入手困難であったことをしめしています。しかし、
それにしてもこの副題からは、やや戦闘的なニュア
ンスさえ伝わってくるようです。欧米に取り残されまい
とする当時の日本人の気概のようなものが感じとれる
のではないでしょうか。 
 いずれにしても、それ以後、大正、昭和と、さまざま
な訳者によって、この「種の起源（原）」の書名は引き
継がれ、しだいに定着していったのですが、銑三郎
による書名の後半、「一名 種源論」に、すでにその
きざしがあったともいえるでしょう。 
 さて、漱石文庫に所蔵する『種の起源』原著は、
1902年にロンドンで出版された第 6版の再版で、留
学中に購入したものです。銑三郎との交友関係から
考えれば、かなり遅い版のようですが、当時の店頭
での最新刊を手に入れています。銑三郎の翻訳し
た『生物始源』は、残念ながら所蔵していません。も
ともと入手していなかったのか、あるいは何らかの理
由でうしなわれたのかは不明ですが、ひとつだけ付
言しておくとすれば、漱石文庫は、洋書にくらべて和
書の所蔵数が意外なほど少ない文庫なのです。 
 それ以外の関連書では、イギリスの作家グラント・
アレン（Grant Allen）による『ダーウィン伝』（1885
年刊、未訳）があり、1890 年 11 月 6 日に丸善で買
いもとめられたことがわかっています（写真 3）。 
 このとき漱石は 23 歳で、帝国大学文科大学英文
科に入学したころです。要所要所に下線を引いたそ
の書き込みの跡からは熱心な勉強のようすをうかが
い知ることができます。学友の銑三郎とも、おそらく
ダーウィンあるいは進化論について議論を交わした
ことでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3：『ダーウィン伝』見返し紙の書き入れ 
「K.Natsume 6th November 1890」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4：（左）『生物始源』におけるダーウィン肖像 
（右）『種之起原』の同じくダーウィンの肖像 
 
 この艱難の年に、漱石に縁の深い附属図書館に、
『種の起源』の初版本が寄贈されたことは、思いがけ
ず旧友と再会したような、ひとつのめぐりあわせなの
かもしれません。 
 
（おがわ ともゆき，学術資源研究公開センター・ 
総合学術博物館助教，附属図書館協力研究員） 
 
 
 
